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海 水 の 肥 效 に 關 す る 研 究 （第一
報）

　　　　　水稻に對する植木鉢 と圃場試驗

　徳 岡　松 雄 ・ 徐　一水　泉 ・ 國 武　芳 郎

　　　　　　　　（蟲北 席 國大 學 理 農墨部）

　　　 ”

、

N

　 　 ev　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l　　l
　 　 　 　 t
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1　　！

　 　 　 　 な　T　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1

　 　 　 　 　 　 　 ノ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 ｛

　　 、　　　　　　　　　　　　　　 緒　　　　霍　　　　　　　　　　　　　　・

　　彳練 鱶 が雛 の 植物剛 して 肥牙欄 效果
1234 ・ を示 し， ある繊 まで KCI の   に代 P

飾 加 隷 醐 56 ） 肪 れて   鋤 に訟 の 肥鞭 噸 値 瀚 掲 場合に 舳 として 其含 　 ．

量の 最も大 なる寒鹽の作腿 申心 として議論されて 來 た．　 　 　 　 　 　 　 ，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 メ

　 然る に近來雛 微量物質の 搬 に笙｝す る重要盤が灘 され る様 trLなつ f・f・・liら鐓 の 齷 物 ・ 丶

質 を含有
7一ユ゚） して ゐ る海水 の 罷料的價他は此 の 方面 か ら も大 い に 考慮され る

’
べ きで ある と考

へ る ・彳堺 の 文獻観 る に食鹽の 作腿 研究 し た もの は踏 多數 1・・6）に あ る が 侮水 そ醜 の

の 作用に開す る概究は甚だ 少 い の て あ る．次 に其主 な る もの を示す事 とす る．PUFixr，siZ）　Ek

は侮水 を灌漉水に利用せ ん と試み土壌に 及ぼ す海水 の 聞接的作用に翫 て 調べ た 結果海水 の 使

用は土 壌ア ル ヵ り度を高め ， 鹽類含量を」曾加 レ ヒ壌 の 透遍性を威 少せ し め る事 を認 めた ， 夫

縮 水中の 鹽類巌 を或程艶 げれ1潮 漑水 と して 使用 し彳脇 馳 推論し ． 紡 法には轍

ma入・ 磆 添加及び霜 瀧 黻 申に通する事 に よ りて 期待 し得 る艦 性に就て 、dtべ た ．石橋
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 タ

氏 J3）は海底土 の 肥效に 關す る研究に於て 晦水施用は水稻穀實の 増牧を來す事を認 めた．興他

海水の 使用を純騨 的立場か ら見た雌 澱 に Kmm ・
14）ecの 研究 がある．鮴 醸 鹽含有

灌漑水 を作 弧 　土壌に及ぼす鹽類膿度組成の 影響に…砒 て 研究 し鹽類蓄 液中 Na ！Ca〈2 の 時は

土 壌に 吸着 される Na 量は極 めて 少 く Na！Ca＞2 に な る と Na 吸 着量の 塘加 を來す 事か ら

濃 藻用漕漑水と して 其鹽類濃度組成が 9P何な る 限界を持 つ べ きて あるか は土壌 の 鷲質氣候作

物の 種類等に依 りて 異 り極 めて 複毅て ある が少 くと も Na！（C 凰 ÷ Mg ）＞ 1 以 下 て あ る 事が望

まし い と逋ぺ た．吾 汝 は既に海本を謄 籵 とす る水 耕液 を作 り 2
，3 の 植物 の 水耕培養に 成功1「）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

，

して 居る の て海水を瑚 栽駄 於て も相當の 價厩 灘 して 此 の 鶴 蜘 めた の て あ る タ

報 は水稻 に封 す る植本鉢竝 に圃場爾試驗粘果て あ る．

　　　　　　　　　　第 1　囘　　右互 木 鉢 試 驗　　（昭和 15年 1糞絹作）

　水稻生育 に到する海ノkの 最適施用量を澗べ る 目的て 質 つ た緬＊鉢 試驗て あ る ．　　
曜

丶

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 屋
N 工工

一Eleotronlo 　Llbrary 　S ∈rtVloe

　 　 　 　 　 　 　 　 　



Japanese Society of Soil Science and Plant Nutrition

NII-Electronic Library Service

塑 嬲 器 囎
゜

鷲 典 聴『！i

黙緊；鷺浮1擁 鼬 廳 繭 ｝・厩 癬

黨彎：謄1鶴昏誓：綜蓉 巉轟圃毳纛驫耀餐嘱齢 貿1ジ1窒 灣
綴

購

訟湯 1蒸
 

・
∴下

一

・・
貴 驗 6 郡

∫鳶 討 レ ，、♂
、：窺1ン

  ・1・
tt
栽 培 鮒 、　

’

『

冖 ・　 ．　　　　
一
「　

ザ

潟廊齶蠶驚綴蠶鬻1驚讌議：
幽

・

　1弓．、1、　宛使用した．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ，L　 t

黨1轡欝讐 1「∵∵∵
23　es’

’

”
・
”　1

翻ll欝織i畿靆蹴1縲嶷．

澄凱 ．
・L 生髄 識 果・繊

卿 爽幟 値齢 囎 す ・ ・纏 働 1．
．

：湿慨う1騨
れに準

守
る“

・
 

卜

。 1褒　
t
・

t

　 ・・t
’

t   完
　　　　　　　　癌 溺　　　 5 月 6口　　　　　　　　　　　　　　

・
6 剛 8H

　　　　　　　　　　　　
x−’一一一vt・丶 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v−

−Vx − Lx　　　　　 −
、

　　　　　　　　　　　 草丈   　分蘗　　　　　　　　　　　草丈 cm 　分蘖　　草実嫐

　 1
し　 2

　 3．
　 4

　 5

　 礎 瑚

　 　 覧

　 　 1

　 　 2

　 　 3
　 　 4 ・

　 　 5

‘70　，
70．574
・、，

60．561

　
‘
草丈   1135

。5140
．5148
．5141
．5S26
．5

5．55
．5s5447

邦 t6H

　分蘖
　 12．5

　 13．5
　 13，5
　 曙4．5

　 1a5

106・5　　 8　，
  7　　 10，5
4Q6　　　8

99，5　 　 8．5

95　　　 8s

穗

50
妬

δo
佃

筍

　 　 131

　 　 132

　 　 13Q
　 　 d20
　 　 1177

月 30 口

　 分蘖

　 13

　 13．5
　 14．5

　 哩4．5
　 i3．5

＆5t1

。
9．58
．512
．5

一 一＿
草丈 em

　 l41

　 餐it8

　 149、5
　 143

　 132．5

穗

跖

a5ao

駈

55

　 　 6 月 29日

　　　分蘖
i34　 1q

t34　　 侶

136　　　95 ・

肇24　　　8．5
1il）　　　9．5

穂　　・Ft

1。5

t，5

　 8月　19臼　（牧養）

　
N ’

「
一一

丶

草丈 伽　　　 分蘖　　穗

　 ｛43 　　 13　　　M ．O
　 ｛49　　　13．5　　 12．5
　 ｛5t　　　15　　　　11S
　 　 x

　 喧44．5　　14．5　　　9．5
　 133 ．5　　13．5　　　11、5

篷
轡
賊

騰
靉
凋

覊
靆・．、∈

〜 「
慎

〜
、

章．
pド」
臥「・’
鵑
寧曜
脚

蠻囁
で

5
 

　

　

　

　

　

　

　

「
、

「
　』

上蜘 暾 蹴 ・ 醐 磯 臆 撫 鵡 で ・ 嫁 鰍 越す 、却つ て悪 、。 ，生

・

．壌
餬 囃 む蹴 て鰓 灘 勸 綏和 の 櫨 呈 ・

一
・iゐ る 湧 麟 。 於て は 蛸 醐 。 は ，　 ・壌

蠶 獄鑽 蕪 麟灘 欝灘熱謙靉瓢蠶軈．煽 三1
雌 ・ ・劣つ ・ 瓢 要す ・騨 螂 ・偏 獣 儼 灘 騒 雌 の 褓 覯 て

tt

．　t 嘗
2◎  迄 で ある の で 購 い か と思齢 る ．　 ．　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ！

齲 醐 瞰 ぼす橄 の 糶 で あ ・が之lt・に就て 聯 ・表 よ 朔 か 輙 。く、直 の 、脚
・

L

・｛
”

日韋除 けば海水施用匪ぱ一般 に稍遽延 の 傾向 を示 し特に 80  施用區に於 て 顯著で ある ．
　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、

　　　　　　　　　　L　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・・

興
・ a・ … 1・　L ・ 6・gfy　E9・



Japanese Society of Soil Science and Plant Nutrition

NII-Electronic Library Service

靉
こ詳発せ

撫 ヤ

∴．

t　   　 　　 　　 ，　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　，

L　e

弋
　
売
　　，

詳　　
’
．

）

tny
ノ

　　　　　　　　　　　　　　∵
隆。
ご

”
　　 き 押

tr
、

〜 ・一
、

t

　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　 譜 　　　　　　　　　　　　，
。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
’
　　　　　　　　　　　　　　辱　　　　　　　　　　　、　　　　　 a 　　’　、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 で　　　　　　　　　 【　　　吝
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ’　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　へ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ぜ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 a

　　 ・ 　 　 ・　 徳両 徐， 國武 ・轟水 の 肥 敷 に 驪す る 碗 究 （Pt−一報 ）　 　 　 　 　 4t5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 皿
鴨

　　　　　　　　　、
’
　　　　　　 第 2 糞

　　　 　 1董 男崕 1 2 3 4 5

　　　　 月　目　　　6月30 日　　　7月 7 日　　　6月29日　　　7 月 5 目 　　　7rl　15日

工IL　牧穫物調在 ．調査結果麌第 3表の 如 くて あ つ て 表 中の 重量は風 乾物重で あ る 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 「　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

　　　　　　　　 广
　　　　　　　　　　　　　　　　　 第 3 譲

颪 溺　　穀實（9）

り

234

・

5

、
噂 19．119

．427

、6t78187

　　 地 上 部（9）
が

” N−ww−Pt−一丶
穗

x ｝．120528

ア

186195

薬　　 小誌

705 　 　 　90、6
95　　　 M55

81　　 　 1Q9，7
8ア　 　　 fO56

104　　　 117G

地下 部（9）

　 Z7
　 132

　 100

　 9，7
　 MO

　　總　譌（9）

（地 L部 ＋ Sde’rt部）　　丁偉
　 　 　 983　　　　　 119

　　 1287 　　　　　 88

　 　 霊瓏97 ’
　　　　 iO9

　 　 M53 　　 　　 　 　109

　 　 1281　　　　　　 106

乳ジ鏃
　　

t
’
　 ’

∵

　　　　　、　　7

L

　　　， 調騨 蹴 て 聴 醜 用甌 倆 しも騨 冨 よ 激 重蝋 鰰 2麗 の 12＆79澱 ・馳 示 し て

　∴ ： ゐ る．穀實で 齢 區の 2z6g が最高で 蹄 紛 1晦 は標輻 駒 稍優れ ． 生罐 は稍劣つ て

　　　 ，　 ゐ る．穗の 場合は大體穀實と同傾向で あ るが 藁牧量で は海永施用匯は 何れ も勃牧となつ て ゐ
　 　 x

　窺 ・ 、 る ・根繭 水酬 によ 囎 樋 來して ゐ るが施騒 は る影響 は 2翫 除けば極 めて ・亅・さV・．　 1

態 昏 　 撒 的鯤 て 詠 の 施用醗 羅 の 壌朧 來す 旗 硝 魏 勵 すれ購 万、少飾 蹴 穀

終凱 實 麟 鞭 示す醐 施・・ … 黼 牧 … 蹴 ・ 嗾 ・ 購 囎

　　　　　 教 の 傾向を保つ て ゐ る．此の 藁壌收は恐 ら く一般に 認 められたる如 く繊維の 菠逹を促
ユ7）す Cl

　
v

　　　 の 影響に よる もの で あらう．
「1］−R 犖は海水施用匯 に 於て 一艇 匸 低 Vvsii果 を示 して 居 るが海水

　 　 　 　 　 」

　　　　　　施用量に よる柑 互間の差異は極 めて 小さ い ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　
’

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 皆

　　　　　　　IV。 土　壌 pH ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・

　　　　　　　收穫當口各鉢の 土 壌 pH を ， ア ン チ モ ン 電極て渕 定 した．結果 を第 4 表に 示す ．

　

　

　

　
讐吁
　

　

咄

欝
髄
ギ
園
ゾ

 

　

　
噺
弾

号
　
「

β

｝
　

宀
　

些
恩，
キ

τ

　争
气

丶

む”　

12345
區

　

、

第 4 表

蒸溜 7k 塵理

　 　 64

　 　 73

　 　 68

　 　 6．9
　 　 66

KCI 處理

　 57

　 62

　 6D

　 59

　 b8

　海水施用隆 の 蓐 溜水威理 pH は何れ も標準 區より

稍Ptlくなつ 七ゐ る が何れ も中性を保つ て ゐ る．　kCl
處理 PH に 於 て も大 軆駕溜水威理 1）H と同傾向を

示 し て 居 る が 相互問 IC於 ける 差異は極 めて 小で あ

る ．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 x　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 z

　　　　　　　　　　　　　　　　　考 察 及 摘 要　　　　　　　　　　　　　　　
’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 va

、上記の 郎 き生育淑況及び牧 盤物全量に就て 全般的 に 見て 海水 の 施用は 明力》 に 有效で あ るが
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 び

施 用量 40ecに至る と部分的 に害作珊が現 はれ る櫨て ある ．此 の 害作用は海水中の 過剩 の 食

鹽 に よる害作用と海水施用に よ に 次的に 起る上壌 の 性質 に 於 ける墾化か ら 來る 害作用の 綜
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 コ

合的結果と考へ ら艦 海水施 用區 の 土奥 pH が
一毅 に 上 昇 して 居 羅 ・

1か ら見れば 後者 の 害作

用 も可 な り顯著に 現 はれて 居 る もの と思はれ る．飼上 記 の 告作用は士 と し て C1 に 基因する

もの で あつ て ．

一鍛に C1 は火 して 植物生存上必要不可缺の 元素て な く
ユ8 ユ9）唯袖物の 種類に

よ りて 敏感 な る と然 らざ る との 逢ひ
20）で あ る ．蝣 し なが ら分類上 ノ1く稀 の 如 き 禾本fUreL物は後

メ

’

卜

し，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 卜

M 工工
一Eleotronlo 　Llbrdry 　SerVlte



Japanese Society of Soil Science and Plant Nutrition

NII-Electronic Library Service

欝繋叢毳驫∴滋1
・：叢1歯囀 雫脇 騨

・る蘭 ・爨 恥 ・ 爲脚 壤・・ K 醗 態 ・な痴 　壌

叢繋蕪嚢窯灘蕪蠶
乞！

総1慈欝灘灘欝讌 1避
熱鱒lll韈欝鑑∵1こ灘鐸灘 ．ll：ll
総巴

・’の 鞭 鵬 ．　 　
’

　
・・

　 　 　
’

一
一 　

・
二悩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、i

l鞏 鎖 2） 繍 隴 卵 絶ぱ搬 の 灘 鵬 も藁繭 つ 囎 牧 ・… 　 　 　 　 嬉

脚
・ li、綴鰈欝驚嚼糠灘

月1
嚇 鱗 し 伽 ’

・ 　 　 乏ぞ

　
bt
．tt　　

．
，　　　　　 、　　　　　第 1 囘圃場試驗　（昭和 15年 2期作）

　　　　　　、
鯑 睇 1 囘棚 く鉢 鯲 て 嫉 6Kg 一睇 ｝嘩 水 8cc及び 20・rの 場合力；最 樋 鶴 難 量

く∫
ド
　 秘 事鍵 べ た・

’
本讖 は之れ を跡 と じて 嘱 號 樵 で ある．

　 ， ．　 ，　 ＼ 　
・
　 ，　

・
實 驗 の 部

　　　　　　　 1． 栽 培 條 件

　∵　　　　　　1） 試 1驗地 ．臺北帝大理農學部附観第 1農場水田 ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、

　　　　　　　2） 肥料及び施肥．無肥料區 を除 く他各匪共硫安 ：

’
0・629K　9，　；＆pt酸肥料 ： ．0，702K9 ， 市

　　　　　　叛硫酸加里 ： 0278Kg 宛 を基肥 と して 施 した．　 ．　　　　　　　　　　　 ’

　　　　　　　3） 海水及び施凩 鼠 各笹 の 施用量は次 の 如
1
く 2 囘 （9 月 9N

， 同 25 日）に等量施 した．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ら

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 麗≡ 別 　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　 2　　　　　　　　　　3　　　　　　　 4　　
’
　　　　　　　　　　　　　

ノ

　　　　　　　　　　　　 ハ臘 （の 　 o （無 肥 料區 ）　 ° （標聴 ）　 2・4 　
・
　 6・°

齟
i ∵

　　　　　　
『4） 海水施用量計算．一試驗廱め 面積は 6坪で あ つ て 耕土 の 深 さ を 10cm ，
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・農業上 籘 り重大で な い ．
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